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【様式】 

令和６年度 学校マネジメントシート 

学校名（ 三重県立松阪高等学校全日制 ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

時代の変化に対応し社会に貢献できる人材を輩出する、地域から信頼される進学校 

＜自主自律＞ 

校訓である「自主自律」の精神を持ち、自ら考え、自ら行動できる人を育てます。 

＜知・徳・体＞ 

校章に象徴される「知・徳・体」の調和のとれた全人的な発達を図り、地域社会の中心

的な担い手となる人を育てます。 

＜高い志＞ 

心豊かな人間性に立脚した「志」を持ち、高い目標を掲げて意欲的に挑戦する人を育て

ます。 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

・知的な好奇心や興味を持ち、自ら考え活動する生徒 

・命と人権を尊重し、思いやりや規範意識を持つ生徒 

・国際社会で通用する能力やグローバルな視点を持ちつつ、地域社会の活性化や発展に

貢献する生徒 

・以下に示す４つの力を身に付けた生徒 

①課題解決力 ②情報活用能力 ③コミュニケーション能力 ④挑戦する力 

ありたい 

教職員の姿 

・進学指導だけでなく、卒業後の社会を意識させたキャリア教育を行う教職員 

・生徒の成長を自らの喜びとするとともに、自らも成長しようとする教職員 

・働きやすい職場環境で、仕事にやりがいを感じ、いきいきと働く教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

【生徒】 

・学力にあったわかりやすい授業    

・進路に関する適切で必要な情報の提供 

【保護者】 

・進路に関する適切で必要な情報の提供 

・子どもの学力にあったわかりやすい授業 

・学校と家庭の連携（学校からのさまざまな情報提供等） 

【中学生】 

・入学したら充実した高校生活を送ることができること 

・松高生の生活や活躍(進学実績や部活動実績）の様子がわかること 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

【保護者】 

・子どもが安心して通える学校 

・学校の様子を知りたい 

【地域住民】 

・学校からのさまざまな情報提供 

・学校と交流する機会 

【大学】 

・入学者の獲得 

【卒業生（南窓会）】 

・母校の活躍 

・学校の様子を知りたい 

【保護者】 

・教職員との協力 

・家庭での適切な教育力 

【地域住民】 

・地域と交流する機会 

 

【大学】 

・体験学習などの受け入れ、出前講座の開催 

【卒業生（南窓会）】 

・大学生や社会で活躍する方からの生徒への

助言 

・部活動等への支援 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・市内で開催されるイベントへの参加等を通じて、街中の課題を一緒に考えていく機会に

してほしい。 

・会議資料を事前配付するなどして会議の時間短縮を図ることで、子どもたちと関わる時

間を増やすことができるのではないか。 
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(4)現状

と 

課題 

教育活動 

・65 分授業の中で講義や演習をバランスよく配置している。生徒にとってさらに充実し

た授業を展開できるよう努める必要がある。 

・ほとんどの生徒が四年制大学への進学を希望している。 

・１人１台端末を用いた学習活動が効果的に機能するよう、適切な進学指導に努める必要

がある。各教科でさらに教材研究を重ね、ICTを授業に活かす必要がある。 

学校運営等 

・全国や地元で活躍する多くの人材が輩出した歴史と伝統がある。 

・学校の役割の肥大化や課題の多様化・複雑化の進行により、教員の業務量が増大し、時

間外労働が日常的に行われている。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

【SSH（スーパーサイエンスハイスクール）の推進】 

 SSHを通して、国際舞台で通用する課題探究能力を育成するよう取り組みます。 

【道徳教育】 

 生徒一人ひとりが命と人権を尊重し、思いやりや規範意識を持つ人間に成長できるよ

う指導の充実を図ります。 

【キャリア教育】 

 進学指導に注力するとともに、卒業後の社会を意識させて将来の職業や生き方につい

て自覚を促すためのキャリア教育を行います。 

学校運営等 

【地域との交流】  

地域活動への参加や近隣小・中学校等との事業連携等を通して、生徒が地域との交流を深

められるようにします。 

【授業改善】  

 生徒が知的な好奇心や興味を持ち、自ら考え活動する授業の創造をめざして、より効果

的な学習指導を実践することができるよう、教員が公開授業や授業研究等を通して日常

的に授業改善を進めます。 

【働きやすい環境づくり】 

 会議や研修の精選、校務内容や分掌の見直しを行い、創意工夫を凝らした業務の効率化

や総勤務時間の削減など、働きやすい職場環境づくりに取り組みます。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

・自ら学ぶ意欲が旺盛である生徒 

・大学進学等、強い進路意識を持っている生徒 

・物事に対する興味関心が強く､挑戦する気持ちを持っている生徒 
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５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

【SSHの推

進】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道徳教育】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教務部】 

学校設定教科 SSH「探究」で生徒の活動時間の確保に努めま

す。 

（活動指標：特別編成授業における探究活動時間の確保） 

 

【ＳＳＨ企画推進部】 

探究活動をさらに進めていくため、探究活動を指導する教職員

の指導力を向上させる取組を行います。 

（活動指標：探究活動に関する教職員の学習会の実施 年 1 回 

以上、先進的な探究活動を行っている学校視察 年1回以上） 

 

【生徒指導部】 

（１）生徒とのふれあいを重んじるとともに、身だしなみ等につい

て生徒の規範意識を醸成するため、朝の登校時にあいさつ運

動と服装指導を行います。 

（活動指標：登校時指導の教職員 毎日3名以上） 

（成果指標：おおよその生徒が朝のあいさつを交わしている） 

（２）携帯・スマートフォンの適正な利用について助言や指導を

行います。 

（活動指標：携帯・スマートフォン教室の開催（１年次向け年 1回）、

全校集会時の呼びかけ 年3回以上） 

 

【人権教育推進担当】 

（１）人権に関する講演会及びＬＨＲを実施するとともに、各学年 

の人権学習をサポートします。 

（活動指標：各学年おける講演会の開催 年1回以上） 

（成果指標：松阪地区高人推 人権アンケート(３年生対象)｢人権

学習について､積極的に受けたし内容もだいたい理解できた｣

の割合 70％以上） 

 （２）教職員の人権意識を高めるとともに、指導力の充実・向上を

図るため、校外等での研修を含む現職教育を積極的に推進し

ます。 

(活動指標：教職員の人権教育に関する各種研修の参加 １人

あたり 年1回以上）  

（成果指標：教職員の人権に対する意識や意欲､人権に関する

知識が向上している） 

（３）生徒のこれまでの人権活動の成果を継承し、さらに人権意

識を高めるため、地域や小学校・中学校・県立学校での活動等

との連携や交流を図ります。 

 （活動指標：連携・交流の方法や状況に応じて随時検討、地域

や小中・県立学校の人権活動との交流の機会 年１回以上） 

（成果指標：生徒の人権に対する意識や意欲､人権に関する知

識が向上している） 

 

 ◎ 
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【キャリア教

育】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保健管理・

保健教育】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育相談】 

 

 

 

 

 

【環境美化】 

【図書部】 

生徒の進路実現や職業選択の参考になる資料を重点的に収

集、提供するとともに、それらの利用促進に努めます。 

（活動指標：「未来設計コーナー」「受験対策コーナー」「学習支

援コーナー」の更新 年1回以上） 

 （成果指標：図書の閲覧や貸出が活発にされている） 

 

【進路指導部】 

進路指導部及び学年団が連携して進路検討会・研修会を実施

し、生徒に対する指導内容の充実を図ります。 

  （活動指標：検討会・研修会を各学年で4回、全体で1回以上、

進路３担(推薦)会議を5回以上、２年学力・進路検討会を1回以

上、１年学力・進路検討会を1回以上実施） 

 

【理数科】 

卒業後の社会を意識させて将来の職業や生き方について自覚

を促すため、大学の研究室や企業等を訪問し、高度な学問や

研究を体験する機会を設けます。 

 （活動指標：大学での研修、大学研究室の訪問、卒業生による大

学紹介などの機会 年２回以上） 

 （成果指標：理数科１・２年生の大学等訪問 年1回以上） 

 

【保健部】 

心身の健康の保持・増進を図るとともに、主体的に健康な生活

を送ることができる生徒の育成を目指し、健康教育の充実を行

います。 

救急体制の充実を図るとともに、ケガ等の予防教育を行いま

す。また、感染症予防の取組を行います。（健康観察の実施、

欠席者の早期把握、手指消毒液の設置、保健指導など） 

（活動指標：１年生対象「性に関する教育」の実施、ほけんだより

年１０回以上発行） 

 

【保健部】 

すべての教育活動を通して、生徒の悩みや不安の解消に向け

た支援や対応を行います。 

（活動指標：スクールカウンセラーによる教育相談 年４７回実

施、教育相談だより 年５回発行） 

 

【保健部】 

校舎内外の清掃美化の徹底に努めます。 

（活動指標：大掃除 年３回実施） 

（成果指標：日々の清掃時のゴミ分別の徹底） 

改善課題 
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（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

【地域との 

交流】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報提供】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業改善】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒会】 

（１）ボランティア活動等への参加を通して、生徒と地域の交流

を図ります。 

 （活動指標：生徒へ参加を働きかけ 年4件以上） 

 （成果指標：参加生徒 年30人以上） 

（２）本校の文化祭に近隣の小学校児童を招待し交流を進めま

す。 

（活動指標：小学校への参加要請 １件以上） 

（成果指標：児童の招待 １校以上） 

 

【総務部】 

（１）本校の保護者を対象に、教育内容や子どもの学習状況に

ついて理解を深めていただくため、公開授業を行います。 

（２）中学3年生とその保護者を対象に公開授業を行い、在校生

の学習状況や学校生活を見学する機会を提供し、本校を身近

なものとして捉えることができるようにします。また、松阪高校の

取組と魅力を紹介する『高校生活入門講座』を実施します。 

（３）生徒の校内外での活動や地域との交流活動の状況を広報

するとともに、地域とのコミュニケーションを図り、信頼の構築を

目指します。 （活動指標：ホームページの更新 月 1 回以上、

報道機関への情報提供） 

 

【教務部】 

（１）「大学入学共通テスト」の分析を進め、各定期考査等におい

て反映します。 

（活動指標：各定期考査等において、「大学入学共通テスト」に

対応した思考力養成を目的とする問題を出題） 

（２）観点別評価を円滑に実施します。 

（活動指標：年度当初における、１・２年生の各教科の観点別評

価に関するオリエンテーションの実施） 

（３）生徒の授業理解度、満足度を向上させるために、校内外向

けの公開授業を実施し、授業研究や協議を通して、授業力の

向上を図ります。 

 （活動指標：県立高校や近隣中学校の教職員、学校関係者評価

委員への公開授業と校内公開授業週間の実施） 

（４）「生徒による授業アンケート」を実施し、教員個々の課題を

明確にします。また、その課題を教科や学校全体で共有し、そ

の後の授業改善に活用していきます。 

 （活動指標：「生徒による授業アンケート」 年2回実施） 

 （成果指標：年度末の授業アンケートの「総合的にみて、松阪高

校の授業に満足している」について、生徒の満足度80％以上） 

（５）教職員を対象とした、授業改善に関する校内研修会を実施

し、授業力の向上を図ります。 

（活動指標：校内研修会 年１回実施） 

（６）授業やＨＲにおけるＩＣＴ機器の積極的な活用を推進しま
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【働きやすい

環境づくり】 

 

 

 

 

 

 

す。 

 （活動指標：各教科の特性に合わせたICTの活用実践） 

 

【進路指導部】 

１、２年生の模試の結果分析を進路指導部主導で行い、本校

生徒の課題点を明確にし、授業改善に活用します。 

（活動指標：１・２年生の模試結果分析 年３回以上実施） 

 

【組織全体】 

（活動指標） 

（１）設定した日の定時に退校できた教職員の割合 90％以上 

（２）予定通り休養日を実施できた部活動の割合  100％ 

（３）放課後に開催して 60 分以内に終了した会議の割合 90％

以上 

（成果指標） 

（１）時間外在校等時間が年360時間を超える教職員数 ０人 

（２）時間外在校等時間が月45時間を超える教職員の延べ人数 

  ０人 

（３）１人当たりの月平均時間外在校等時間  28時間以下 

（４）１人当たりの年間休暇取得日数  20日以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

改善課題 

 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 
 

学校運営について

の改善策 
 

 


